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●●●編集後記
◆新年明けましておめでとうございます。新年号として「胸部の最新画像
情報 2024」をお届けしますが，本誌を手に取った人は少し驚いたかもし
れません。なんと「臨床放射線」は今月号からbimonthly の雑誌となりま
した。すなわち，この新年号は1月・2月号なのです。年間の投稿論文
の受け入れ数は今までと同等と考えているので，各雑誌のページ数は
150～160ページを予定しております。本号には総説6論文，診療2論
文，胸部症例 7報告，一般症例 3報告，そして最後に今月の症例です。
どれも珠玉の内容ですので，じっくり味わってください。
◆やっと丸4年のpandemicを乗り越え平常化の年を迎えたと思われます。
しかしコロナ禍をsurvivalした我らにとって，pandemic 後の学会や研究
会，勉強会のあり方は，pandemic 前には単純に戻れない状況にあります。
すなわちweb 会議が一般化し，その手軽さ，利便性，経済性に多くの利
用者が気づき，以前より勉強の機会が増えたと思われますが，一方 on—
siteで実施されるface—to—faceの集会の意義が改めて問われる事態と
なってきたと思います。特に規模の小さい研究会や勉強会では，webとの
hybridになっているならともかく，on—site のみの場合は，かなりユニークで
魅力がないと参加者数を確保できないといった事態が各領域で生じていま
す。
◆長く臨床と学術に関わってきた医師にとっては，顔をつき合わせて自由
に意見を交える研究会や勉強会は，鉄人や巨匠の思考過程を垣間見る
ことができる貴重な機会でしたが，web会議ではなかなか参加者の顔色や
つぶやきを捉えることができず，行間を読むようなユニークな意見が出にくく
拾い上げにくいのです。でもweb会議とon—siteのhybridで開催するの
はそれなりに費用もかかり，主催者側にとってはハードルが高くなります。
情報発信側には厳しい時代かもしれません。
◆一方，本誌のような文字媒体による情報発信はレガシーかもしれません
が，その分 pandemicを乗り越えてもその価値は受け継がれているように
思います。今後も，bimonthlyとなった「臨床放射線」をご愛読ください。
� 栗原泰之
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